
WEB解説2.2  和記法の練習

目的

和記法（∑：シグマ）を理解する
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（テキスト例題）数列ＸとＹ

• 以下のようにデータを入力する。
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赤い印の順にマウスで
選択し，最後にクリック。
別のウィンドウが開く。

（参考）ファイルを保存する
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①自分がファイルを保存
  したい場所か確認。
  そしてクリックする。
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②ファイル名を入力。

③クリック。



Xの４つのデータの合計
①合計を
計算したい
B7セルを
クリック。

②「=」を入力。

③マウスでB2
 セルを選択。

④『=B2』と表示される
 のを確認。

⑤『+』を入力したあと，
 B3セルをクリック。

⑥同じようにXの４つの
  データを足してクリック。

⑦合計値３が
 計算される。
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数列Yの合計値も同様に計算可能
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定数Cをデータとして入力する
（セルのコピーの練習）

①5を入力。

②マウスをセルの右下
に合わせ，図のような
十字の表示になる場所
を探す。

③5を入力したい
  一番下のセル
までドラッグ。

④確認。
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定数の和を計算する

①和の形で計算。

②掛け算の形で計算。

どちらの計算方法を用いても
同じ合計値が計算された。
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２つの数列の和を計算
（関数：sumを利用した場合）

①『=B2+C2』を入力。

②数式を
コピー。

③『=sum(』と入力。 ④データの範囲を 
全部ドラッグ。

⑤最後に「)」を
 入力しクリック。

⑥合計７が計
算される。
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①Xの和と，Yの和 
を足してみる。

②先ほど計算した
合計と同じ値。

２つの数列の個別和の総和は，それぞれの数列の総和。
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以下の和についても計算可能

• ∑𝑋𝑋２

• ∑ 𝑋𝑋 + 𝑌𝑌 2

– 補足： 2乗の計算

エクセルで3の2乗は，『=3^2』と入力する。例えば，A3セルの2乗は『=A3^2』となる。
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「数列の定数倍の和」の性質を確認

• 数列の定数倍の和は，数列の和の定数倍

– 「『数列の定数倍』の和」を計算する。 ∑𝐶𝐶𝐶𝐶
– 「『数列の和』の定数倍」を計算する。 𝐶𝐶 × ∑𝑋𝑋
– ２つの値が同じであることを確認する。
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